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訪れるたびに好きになる

住むともっと好きになる

湯沢町

ほい
さっ
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新年へバトンタッチ
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湯
沢
町
の
一
年
を

振
り
返
ろ
う

特　集

　

今
年
も
あ
と
残
り
わ
ず
か
。
２
０
１
６
年
の
湯
沢
町
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
開
催
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
、
認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
ま
た
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
湯
沢

町
移
住
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動
な
ど
、
う
れ
し
い
出
来
事
や
新
し
い
取
組
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
の
特
集
は
新
年
を
迎
え
る
前
に
、
今
年
の
１
月
か
ら
11
月
ま
で
の

町
で
の
出
来
事
を
改
め
て
み
な
さ
ん
で
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
！ス

キ
ー
全
国
大
会
出
場
選
手
激
励
式

全
中
ス
キ
ー
大
会
に
貝
瀬
優
菜
選
手
（
当

時
湯
沢
学
園
９
年
）
と
金
井
鈴
花
選
手
（
当

時
湯
沢
学
園
８
年
）
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
園

部
竜
也
選
手
（
当
時
八
海
高
校
３
年
）
、三
浦

旭
選
手
（
当
時
八
海
高
校
３
年
）
、
ま
た
、
国

民
体
育
大
会
に
三
浦
選
手
、
若
月
隼
太
選
手

（
当
時
八
海
高
校
１
年
）
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
に
角
谷
真
人
選
手
（
Ｓ
Ｏ
魚

沼
）
が
出
場
。
役
場
に
お
い
て
貝
瀬
選
手
、

金
井
選
手
、
園
部
選
手
、
三
浦
選
手
を
激
励
。

（
写
真
①
）

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

　
　
　
　

湯
沢
町
出
身
選
手
が
快
挙

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
（
個
人
）
の
部
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
Ｍ
０
１
に
お
い
て
田
村
一
真
選
手

が
１
位
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の

部
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
Ｍ
５
で
は
角
谷
真
人
選

手
が
２
位
。

ア
ウ
デ
ィ
フ
ィ
ス
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
湯
沢
苗
場
大
会　

開
催

４１
年
ぶ
り
に
苗
場
で
の
開
催
と
な
っ
た
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。

１
日
目
に
５
，２
８
９
人
、
２
日
目
は

５
，１
５
８
人
も
の
観
客
が
訪
れ
、
会
場
は

声
援
と
感
動
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

（
写
真
②
大
回
転
の
部 

表
彰
式
）

越
後
湯
沢
全
国
童
画
展

す
ず
き
す
み
こ
さ
ん
作
品
入
選

今
年
で
２０
回
目
を
迎
え
た
越
後
湯
沢
全
国

童
画
展
。
湯
沢
町
出
展
者
か
ら
は
す
ず
き

す
み
こ
さ
ん
の
「
さ
よ
う
な
ら
の
日
」

（
写
真
③
）
が
入
選
し
ま
し
た
。

ミ
ス
駒
子
に
宮
田
陽
子
さ
ん
が
選
出

雪
ま
つ
り
に
て
お
披
露
目

越
後
湯
沢
温
泉
雪
ま
つ
り
。
６
，
５
０
０

人
も
の
お
客
様
で
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。

第
５４
代
ミ
ス
駒
子
に
湯
沢
町
出
身
の
宮
田

陽
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、
会
場
に
て
お
披
露

目
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
④
）

ス
キ
ー
全
国
大
会　

報
告
会

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

少
年
男
子
の
部
に
お
い
て
若
月
隼
太
選
手

が
優
勝
。
三
浦
旭
選
手
が
２
位
と
、
ワ
ン

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は

園
部
竜
也
選
手
が
回
転
の
部
で
７
位
入
賞
。

役
場
で
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。（
写
真
⑥
）

２
市
１
町
で
定
住
自
立
圏
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
び
ま
し
た

南
魚
沼
市
を
中
心
に
魚
沼
市
と
と
も
に
魚

沼
地
域
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
書
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。
（
写
真
⑤
）

髙
井
遼
人
選
手
（
当
時
八
海
高
校
２
年
）

レ
ス
リ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

(

写
真
⑦)

湯
沢
認
定
こ
ど
も
園　

開
園
式

昨
年
11
月
に
完
成
し
た
湯
沢
町
認
定
こ
ど

も
園
は
４
月
４
日
に
入
園
式
と
合
わ
せ
、

開
園
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で

あ
っ
た
町
内
４
つ
の
保
育
園
が
統
合
さ
れ
、

現
在
、
約
１
９
０
人
の
園
児
が
通
っ
て
い

ま
す
。
（
写
真
⑧
）

中
央
公
園
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト

オ
ー
プ
ン

花
ま
つ
り
ゆ
ざ
わ

越
後
湯
沢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ウ
ォ
ー
ク

県
展
に
町
民
が
３
名
入
賞
・
入
選

第
７１
回
新
潟
県
美
術
展
覧
会
に
お
い
て
角

谷
豊
明
さ
ん
の
「
花
月
薫
風
」
（
写
真
⑨
）

が
彫
刻
の
部
で
奨
励
賞
受
賞
。
ま
た
、
洋

画
の
部
で
は
、
髙
橋
貞
良
さ
ん
の
「
時
」
、

南
雲
和
夫
さ
ん
の
「
利
尻
・
雪
原
」
が
入
選
。

マ
グ
ナ
学
生 

来
日
（
写
真
⑩
）

フ
ジ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
，１６

湯
沢
町
移
住
定
住

促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

始
動
（
写
真
⑪
）

湯
沢
町
総
合
戦
略
に
基
づ
き
人
口
減
少
を

防
ぐ
た
め
、
「
若
者
が
生
活
の
場
と
し
て
選

択
す
る
ま
ち
」
移
住
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

今
村
豪
選
手 

夏
の
甲
子
園
出
場

町
内
出
身
の
今
村
選
手
が
所
属
す
る
中
越

高
校
野
球
部
が
県
予
選
会
を
勝
ち
上
が
り

甲
子
園
出
場
を
遂
げ
ま
し
た
。
（
写
真
⑫
）

湯
沢
町
成
人
式

対
象
者
８６
名
中
６１
名
が
参
加
。
（
写
真
⑬
）

越
後
湯
沢
温
泉
夏
ま
つ
り
（
写
真
⑭
）

新
彗
星
発
見
者 

荒
貴
源
一
氏
よ
り

石
碑
が
寄
贈

湯
沢
町
で
新
彗
星
を
発
見
し
た
荒
貴
源
一

氏
が
湯
沢
学
園
に
石
碑
を
寄
贈
し
、
当
時

生
徒
だ
っ
た
皆
さ
ん
等
に
よ
る
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
⑬
）

敬
老
会　

１
０
０
歳
以
上
２
名
出
席

今
年
で
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
椛
澤
タ

ケ
さ
ん
（
写
真
⑮
）
と
今
年
で
１
０
２
歳

の
鷲
尾
タ
ミ
さ
ん
（
写
真
⑯
）
は
壇
上
に

て
町
長
よ
り
花
束
と
お
祝
い
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

越
後
湯
沢
秋
桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン（
写
真
⑰
）

全
国
か
ら
４
，
５
２
６
人
も
の
ラ
ン
ナ
ー
が

集
結
。
コ
ス
モ
ス
咲
き
乱
れ
る
町
並
み
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
収
穫
祭

魚
沼
酒
ま
つ
り

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

開
所
式

起
業
家
の
育
成
や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
支

援
す
る
施
設
。
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
・

事
業
化
を
促
進
す
る
た
め
の
相
談
会
や
セ

ミ
ナ
ー
等
を
行
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
福
祉
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

湯
沢
町
総
合
文
化
祭

湯
沢
町
芸
能
発
表
会

ふ
る
さ
と
湯
沢
自
慢
（
写
真
㉒
）

１
月
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日

２
月
１２
日
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（
１
月
１
日
）　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
施
行
）

（
２
月
４
日
）　
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
署
名
式
）

（
６
月
１９
日
）　
（「
１８
歳
選
挙
権
」
施
行
）

（
７
月
２２
日
）　
（
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ　

日
本
で
配
信
開
始
）

（
８
月
５
日
）　
（
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
）

（
９
月
７
日
）　
（
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
パ
ラ
リ
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ピ
ッ
ク
開
幕
）
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来
年
は
酉
（
と
り
）
年
。
酉
は
「
取
り
込
む
」
に
繋
が
り
、
そ
こ
か
ら
運
気
も
お
客
も

取
り
込
め
る
、
商
売
繁
盛
に
繋
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
湯
沢
町
に
関
わ
る
皆
さ
ん
が

運
気
も
お
客
様
も
取
り
込
み
ま
す
ま
す
商
売
繁
盛
に
、
ま
た
湯
沢
町
と
し
て
も
一
人
で
も

多
く
の
移
住
定
住
者
を
取
り
込
み
、
鳥
が
羽
ば
た
く
よ
う
な
勢
い
の
あ
る
２
０
１
７
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。

ス
キ
ー
全
国
大
会
出
場
選
手
激
励
式

全
中
ス
キ
ー
大
会
に
貝
瀬
優
菜
選
手
（
当

時
湯
沢
学
園
９
年
）
と
金
井
鈴
花
選
手
（
当

時
湯
沢
学
園
８
年
）
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
園

部
竜
也
選
手
（
当
時
八
海
高
校
３
年
）
、三
浦

旭
選
手
（
当
時
八
海
高
校
３
年
）
、
ま
た
、
国

民
体
育
大
会
に
三
浦
選
手
、
若
月
隼
太
選
手

（
当
時
八
海
高
校
１
年
）
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
に
角
谷
真
人
選
手
（
Ｓ
Ｏ
魚

沼
）
が
出
場
。
役
場
に
お
い
て
貝
瀬
選
手
、

金
井
選
手
、
園
部
選
手
、
三
浦
選
手
を
激
励
。

（
写
真
①
）
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ス

　
　
　
　

湯
沢
町
出
身
選
手
が
快
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フ
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ケ
ー
（
個
人
）
の
部
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
Ｍ
０
１
に
お
い
て
田
村
一
真
選
手

が
１
位
。
ク
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ト
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ー
の
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デ
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Ｍ
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で
は
角
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選
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。

ア
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ワ
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ル
ド
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湯
沢
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開
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ぶ
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に
苗
場
で
の
開
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と
な
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た
ア

ル
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ン
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ワ
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ル
ド
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プ
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１
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に
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８
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、
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目
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も
の
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、
会
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感
動
の
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に
包
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ま
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。
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の
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の
部
で
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位
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場
で
町
長
に
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ま
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た
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市
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ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
，１６

湯
沢
町
移
住
定
住

促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

始
動
（
写
真
⑪
）

湯
沢
町
総
合
戦
略
に
基
づ
き
人
口
減
少
を

防
ぐ
た
め
、
「
若
者
が
生
活
の
場
と
し
て
選

択
す
る
ま
ち
」
移
住
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

今
村
豪
選
手 

夏
の
甲
子
園
出
場

町
内
出
身
の
今
村
選
手
が
所
属
す
る
中
越

高
校
野
球
部
が
県
予
選
会
を
勝
ち
上
が
り

甲
子
園
出
場
を
遂
げ
ま
し
た
。
（
写
真
⑫
）

湯
沢
町
成
人
式

対
象
者
８６
名
中
６１
名
が
参
加
。
（
写
真
⑬
）

越
後
湯
沢
温
泉
夏
ま
つ
り
（
写
真
⑭
）

新
彗
星
発
見
者 

荒
貴
源
一
氏
よ
り

石
碑
が
寄
贈

湯
沢
町
で
新
彗
星
を
発
見
し
た
荒
貴
源
一

氏
が
湯
沢
学
園
に
石
碑
を
寄
贈
し
、
当
時

生
徒
だ
っ
た
皆
さ
ん
等
に
よ
る
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
⑬
）

敬
老
会　

１
０
０
歳
以
上
２
名
出
席

今
年
で
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
椛
澤
タ

ケ
さ
ん
（
写
真
⑮
）
と
今
年
で
１
０
２
歳

の
鷲
尾
タ
ミ
さ
ん
（
写
真
⑯
）
は
壇
上
に

て
町
長
よ
り
花
束
と
お
祝
い
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

越
後
湯
沢
秋
桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン（
写
真
⑰
）

全
国
か
ら
４
，
５
２
６
人
も
の
ラ
ン
ナ
ー
が

集
結
。
コ
ス
モ
ス
咲
き
乱
れ
る
町
並
み
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
収
穫
祭

魚
沼
酒
ま
つ
り

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

開
所
式

起
業
家
の
育
成
や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
支

援
す
る
施
設
。
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
・

事
業
化
を
促
進
す
る
た
め
の
相
談
会
や
セ

ミ
ナ
ー
等
を
行
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
福
祉
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

湯
沢
町
総
合
文
化
祭

湯
沢
町
芸
能
発
表
会

ふ
る
さ
と
湯
沢
自
慢
（
写
真
㉒
）

１
月
２５
日

２
月
１２
日

　
　

 

～

　
　

１４
日

２
月
１３
日

　
　

 

・

　
　

１４
日

３
月
５
日

　
　

 

～

　
　

１４
日

３
月
５
日

３
月
７
日

３
月
２７
日

　
　

 

～

　
　

２９
日

４
月
４
日

４
月
２３
日

４
月
２９
日

５
月
２８
日

６
月

７
月
１
日

７
月
２２
日

　
　

 

～

　
　

２４
日

８
月
１
日

８
月
１１
日

８
月
１４
日

８
月
１５
日

　
　

 

・

　
　

１６
日

８
月
２７
日

９
月
９
日

９
月
２５
日

１０
月
１６
日

１１
月
２
日

１１
月
３
日

１１
月
１
日

　
　

 

～

　
　

３
日

１１
月
１３
日

１１
月
２４
日

（
１０
月
３
日
）　
（
ノ
ー
ベ
ル
生
物
学
・
物
理
学
賞 

日
本
人
が
授
与
）

（
１１
月
８
日
）　
（
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
投
開
票
）

（
３
月
２６
日
）　
（
北
海
道
新
幹
線
が
開
業
）

（
４
月
２９
日
）　
（
現
美
新
幹
線
運
行
開
始
）

（
５
月
２６
日
）　
（
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
開
催
）

❸❺

❹
❻

⓳

❼

❽

⓱ ⓰

⓲⓴
㉑

㉒
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ら
参
加
し
た
10
自
治
体

（
2
県

と
8
市
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
。
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
企

業
に
勤
務
す
る
社
員
の
方
々
を

は
じ
め
イ
ベ
ン
ト
に
集
ま
っ
た
方

へ
、
湯
沢
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

来
場
者
か
ら
は

「
フ
ジ
ロ
ッ

ク
や
ス
ノ
ボ
で
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。」
と
い
った
嬉
し
い
声
や

「移

住
し
て
温
泉
に
毎
日
入
れ
る
生

活
も
い
い
ね
。」
と
い
っ
た
声
を
頂

戴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
湯
沢
町

出
身
の
社
員
の
方
に
お
会
い
で

き
、
Ｐ
Ｒ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
様
々

な
場
面
で
感
じ
る
人
や
ま
ち
と

の
繋
が
り
。
こ
れ
か
ら
も
大
事

に
し
、
広
げ
て
い
っ
て
参
り
た
い

と
思
って
い
ま
す
。

　

東
京
で
湯
沢
町
を
Ｐ
Ｒ

　

先
月
２４
日
に
、
湯
沢
町
と
交

流
の
あ
る
秋
田
県
湯
沢
市
と
東

京
日
本
橋
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に

お
い
て
、
ま
ち
の
魅
力
や
産
品
を

競
い
合
う

「
ふ
る
さ
と
湯
沢
自

慢
」
と
銘
打
った
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
「湯
沢
」
産
の
水
・お
米
・

地
酒
を
、
湯
沢
市
長
と
食
べ
比

べ
飲
み
比
べ
対
決
と
い
う
、
今
ま

で
に
無
い
よ
う
な
趣
向
で
、
多

く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
頂

け
た
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
25
日
に
は
、
職
員
が
ヤ

フ
ー
株
式
会
社
本
社
で
行
わ
れ

た

「
地
域
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
」
に
参

加
し
、
町
の

「
観
光
」
「
移
住

定
住
」
「ふ
る
さ
と
納
税
」
を
ピ
ー

ア
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
主

催
し
た
も
の
で
す
が
、
全
国
か

コ

ラ

ム

町

長

１
日

朝
礼
／
南
魚
沼
土
地
開
発
公
社
臨
時

理
事
会
／
南
魚
沼
地
域
耕
地
協
議
会

施
策
提
案
・
要
望
会
（
２
日
ま
で
）

２
日

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
開
所
式

３
日

ふ
れ
あ
い
福
祉
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

４
日

町
村
会
役
員
会

５
日

ス
テ
ラ
タ
ワ
ー
神
立
「
新
生
ト
ッ
プ

ギ
ャ
ラ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

８
日

職
員
採
用
２
次
試
験

９
日

か
ぐ
ら
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭

１１
日

新
潟
県
観
光
立
県
推
進
行
動
計
画

検
討
委
員
会

１３
日

湯
沢
町
芸
能
発
表
会

１４
日

中
学
生
に
よ
る
マ
グ
ナ
報
告
会

１５
日

日
本
サ
ッ
カ
ー
を
応
援
す
る
自
治

体
連
盟
「
施
設
づ
く
り
研
修
会
」

／
県
国
会
議
員
と
町
村
長
懇
談
会

１６
日

全
国
町
村
長
大
会
／
湯
沢
病
院
管
理
協
議
会

１７
日

全
国
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会
理
事
会
・
総
会

１９
日

自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
創
立

６０
周
年
記
念
行
事

２３
日

関
西
新
潟
県
人
会
総
会
・
懇
親
会

２４
日

日
本
橋
ブ
リ
ッ
ジ
新
潟
イ
ベ
ン
ト

／
ガ
ー
ラ
湯
沢
取
締
役
会

２５
日

湯
沢
地
区
町
村
会
長
懇
談
会

２７
日

塩
沢
信
用
組
合
石
打
支
店
新
装
開

店
記
念
式
典

３０
日

北
越
急
行
取
締
役
会

１１
月　

町
長
活
動
状
況

　11 月 26 日をもって、

池田博子さん（三俣一）

が教育委員を退任され、

後任として小沢正子さん

（二居）が 11 月 27 日付

で委員に任命されました。 小沢正子さん

湯沢町教育委員会教育委員

　　　　　　　平成 28 年 11 月 28 日現在

　　委員長

委員長代理

　　　委員

　　　委員

　　　委員

北原雄一（湯沢地区）

清水　守（土樽地区）

南雲　弘（神立地区）

小沢正子（三俣・三国地区）

清水道夫（教育長）

★上
かみむら

村　彩
あ や と

斗くん

★田
た む ら

村　陽
ひ ま り

葵さん

★南
な ぐ も

雲　夏
な つ ほ

帆さん

★腰
こしごえ

越　　鈴
りん

さん

★貝
か い せ

瀬　優
ゆうすけ

介くん

★髙
たかはし

橋　舞
ま お

音さん

★角
す み や

谷　　涼
りょう

くん

★牛
う し き

木　　圓
つぶら

くん

★坂
さかもと

本　頼
よしひさ

栄くん

（田　中）

（萩　原）

（古野二）

（滝ノ又）

（中　子）

（上熊野）

（滝ノ又）

（添　名）

（栄　町）

3歳児健診　虫歯０のお友達

こ
れ
か
ら
も
歯
を
大
切
に
！

新しい教育委員に小沢正子さんが
任命されました

教育委員が変わります

子育て支援情報　ぐんぐん子育て支援情報　ぐんぐん

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
本
社
で
の
Ｐ
Ｒ 

イ
ベ
ン
ト
の
様
子
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新潟県弁護士会が弁護士を町に派遣し法律相談をしています ( 年 3 回、無料 )。

平成 28 年度の第 3 回目は、次の日程で開催します。

なお、相談は予約制で、相談時間は 1 人 30 分程度です（定員 6 名）。

相談できる方は湯沢町に住所がある方です。

受付できる人数に限りがありますのでお早めに

お申し込みください。

 日 時 　12 月 15 日㊍　午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分

 会 場 　湯沢町役場　２階　応接室

悩み事を抱えていると心身ともに疲労困憊することがあります。

からだやこころについての心配や不安なことを一人で抱え込まずに相談

してみませんか？相談内容については、プライバシーを厳守します。

お待たせする時間を少なくするためにもあらかじめお申し込みください。

 日  　時 　12 月 15 日㊍　午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分

 会 　 場 　湯沢町役場　２階　会議室２－２

 相談担当 　湯沢町健康福祉部健康増進課　保健師

　「湯沢町シッパネ被害根絶に関する条例」が

昨年より施行されています。車を運転する町民

のみなさん、歩行者にやさしい運転を心がけま

しょう。

　そして湯沢を訪れるお客様にもシッパネに気

を付けるよう、またシッパネを飛ばさないよう

町民自らがお伝えし、「人に優しい観光の町・

湯沢」を目指しましょう。

冬の運転　シッパネ条例を守りましょう

人に優しい観光の町を目指して

新潟県弁護士会による無料法律相談会

保健師による健康相談会

 申 ・ 問 　総務管理課　総務係　☎７８４－３４５１ 

体調が
スッキリしない眠れない

食欲がない

架空請求や訪問販売
などの消費者被害

土地・家賃滞納など住環境

労働条件・
環境のこと

借金、多重
債務など

相続・遺言

夫婦・男女
のトラブル

健康診断や人間
ドックの結果に
ついて知りたい

　無料の相談会開催のご案内

　5



国 
 

民 
 

健 
 

康 
 

保 
 

険

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

（※２）住民税課税所得により判定

（※１）旧ただし書き所得（総所得金額等ー住民税基礎控除額３３万円）により判定

70歳未満

所得区分（※１） 医療費＋介護保険サービス利用料

901万円超  212万円 

600万円超901万円以下 １４１万円

210万円超600万円以下 ６７万円

210万円以下 60万円

住民税非課税世帯 ３４万円

70歳以上

所得区分（※２） 医療費＋介護保険サービス利用料

現役並み所得者 ６７万円

一般 ５６万円

住民税

非課税世帯

区分Ⅱ ３１万円

区分Ⅰ １９万円

自己負担限度額表

 

問
い
合
わ
せ 　

町
民
課　

国
保
給
付
係　

☎
７
８
４
・ 

３
４
５
３

高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
制
度
と
は
？

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
と
は
、
１
年
間
の
医
療
費
と
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己

負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た
方
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

●
今
回
申
請
し
て
い
た
だ
く
対
象

　

は
、
平
成
27
年
８
月
１
日
か
ら

　

平
成
28
年
７
月
31
日
ま
で
の

　

１
年
間
の
医
療
費
と
介
護
保
険

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
で
す
。

支
給
対
象
者

　

次
の
①
・
②
の
条
件
を
ど
ち
ら

も
満
た
す
場
合
に
、
支
給
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

① 

同
一
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険

　

 

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

 

加
入
者
で
、
対
象
期
間
内
に

　

 

『
医
療
費
』
と
『
介
護
保
険
サ
ー

　

ビ
ス
利
用
料
』
の
両
方
の
自
己

　

負
担
が
あ
っ
た
。

② 

①
の
自
己
負
担
額
の
合
計

　
（
高
額
療
養
費
や
高
額
介
護
サ
ー

　

ビ
ス
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
た

　

額
を
差
し
引
い
た
額
）
が
下
表

　

の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
。

※
同
一
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
市
町

村
国
保
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
家
族
の

自
己
負
担
額
を
合
計
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
食
事
代
や

居
住
費
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

○合算可

× 合算不可（同一の保険ではないため）

○合算可

妻
…
国
保
加
入

祖
母
…
後
期
加
入

夫
…
国
保
加
入

祖
父
…
後
期
加
入

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
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申
請
手
続
き
の
流
れ

①
案　

内

　

支
給
対
象
と
な
る
方
に
、

申
請
手
続
の
ご
案
内
を
郵
送

し
ま
す
。（
１２
月
初
旬
以
降
）

　

  ▼

②
申　

請

　

案
内
に
同
封
さ
れ
て
い
る
支
給
申
請
書

を
記
入
し
て
、
町
民
課
国
保
給
付
係
の
窓

口
に
提
出
し
ま
す
。

　

  ▼

③
振　

込

　

申
請
手
続
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
約

２
か
月
後
に
『
医
療
費
』
分
を
、
約
３
か

月
後
に
『
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
』

分
を
、
申
請
を
い
た
だ
い
た
金
融
機
関
の

口
座
へ
振
込
み
ま
す
。

高額医療・高額介護合算制度の支給例

夫（７９歳）、妻（７６歳）所得区分「一般」の場合

＋ ＝

＋ ＝
医療費

30万円
夫負担

介護保険
サービス

30万円

妻負担

申請により
差額 4万円を支給

（60万円ー56万円）

ご案内
○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○

申
し
込
み
手
続
き
の
案
内
発
送

　

支
給
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
12
月
初
旬

以
降
に
、
湯
沢
町
ま
た
は
新
潟
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
申
請
手
続
の
ご
案
内

を
発
送
し
ま
す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
申
請
手
続
の

ご
案
内
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

国
保
給
付
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
８
月
１
日
か
ら

　

平
成
28
年
７
月
31
日
ま
で
の
間
に
…

▼
75
歳
に
到
達
す
る
な
ど
、
対
象
期
間
中

　

に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

　

た
方
が
い
る
場
合

　
（
加
入
前
が
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
）

▼
加
入
者
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

①作業は家族、 となり近所にも

　 声掛けて 2 人以上で！

②低い屋根でも油断は禁物！

③建物のまわりに雪を残して

　 雪おろし！

④作業開始直後と疲れたころは

　 特に慎重に！

⑤晴れの日ほど要注意！

　 屋根の雪がゆるんでる！

⑥忘れずに！命綱とヘルメット

⑦はしごの固定を忘れずに！

⑧除雪道具はこまめに手入れ、

　 点検を！

⑨エンジンを切ってから！

　 除雪機の雪詰まりの取り除き

⑩携帯電話の携行を忘れずに！

　冬期間の事故で特にご注意いた

だきたいのが、屋根の雪おろし等

の除雪中の事故です。

　雪に慣れているはずの新潟県内

でも、被害が発生しています。

　除雪中の事故防止のための１０か

条を心がけ、無理のない安全な計

画で除雪作業を進めましょう。

心がけましょう！
除雪中の事故防止のための10 か条

除雪作業は

「１人でしない」

「 無 理 し な い 」

「落雪・転落
　　気をつけて」

「１人でしない」

「 無 理 し な い 」

「落雪・転落
　　気をつけて」

世帯負担
60万円

医療・介護
自己負担限度額（年間）

56万円

30万円
夫負担

医療費
自己負担額

30万円
妻負担

介護保険サービス
自己負担額

世帯限度額
56万円

申　請

　7



　湯沢学園では、10 月 29 日（土）に「第 4 回教育フェスティバル」を開催しました。今年度も、学校運営協議会
主催の「湯沢町の教育を語る会」と子どもたちの発表の場である小学校学習発表会、中学校合唱コンクールを一体
化し、教育フェスティバルとして開催しました。当日の様子を紹介します。

第1部「湯沢町の教育を語る会」

第2部「小学校学習発表会」

　学校運営協議会が主催した「湯沢町の教育を語る会」では、「『挨拶
あふれる湯沢町』を目指して、今私にできること」をテーマとし、学校、
家庭、地域、協議会それぞれの立場から現状と今後の取組を語り合う
パネルディスカッション形式で、参加者と共に真剣な議論が行われま
した。また、教育委員会からは全国学力学習状況調査の結果をもとに、

「湯沢学園児童生徒の生活実態」が
報告されました。短い時間でしたが、
フロアの皆様からもたくさんのご意
見をいただき、充実した話し合いと
なりました。

　小学校の学習発表会は、全校合唱「歌よ　ありがとう」から始まり、全校の元気な歌声で体育館はいっぱいにな
りました。その後、1 年生から 6 年生まで日頃の学習の成果を盛り込んだ歌や寸劇などを発表しました。学びの充
実がよく分かる発表に大きな拍手が送られました。全員合唱「もみじ」では、会場の皆様も参加し、秋のひととき
を共に楽しみ、しっとりとした雰囲気に包まれました。

「第４回教育フェスティバル」開催（10/29）

あおぞらのように大きく爽やかに　秋桜のように凛々しくたくましく
未来の湯沢町を拓く子どもを育む、湯沢学園の情報をお届けします

広報ゆざわ　H28.12.11 8



第3部「中学校合唱コンクール」

　中学校の合唱コンクールは、学年合唱をした後、クラス合唱で練習の成果を競いました。初挑戦で緊張感いっぱ
いの 7 年生。堂々と歌い上げた 8 年生。すばらしい歌声で会場を魅了した 9 年生。どの発表も練習の成果がよく分
かる本当にすばらしい合唱でした。ギャラリーで聞いていた 5・6 年生は、その姿や歌声にしっかりと耳を傾け、中
学生へのあこがれを育みました。
　後半は、吹奏楽部と今年度初の特設合唱部の発表、PTA コーラスが行われ、終日湯沢学園は子どもたちの輝きに
包まれました。

優秀賞　7 － 2

最優秀賞　9 － 1

優秀賞　8 － 1

特設合唱部　「何度でも」

【各学年合唱曲と各学級自由曲】　◎ 最優秀賞　　○優秀賞　　※9－2は審査員特別賞受賞

7学年合唱曲　「変わらないもの」

7－1　「夢を追いかけて」 ○ 7－2　「マイバラード」

8学年合唱曲　「旅立ちの時」～ Asian Dream Song ～

○ 8－1　「COSMOS」 8－ 2　「HEIWAの鐘」

9学年合唱曲　「流浪の民」

◎ 9－1　「虹」  ※ 9－2　「あなたへ　～旅立ちに寄せるメッセージ」
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　皆様もご存知の通り、湯沢学園では、開校から「学校の森」づくりを進め
てきました。この活動は、新潟県の「学校のみどり創出モデル事業」の指定

（平成 26 年～平成 28 年）を受け、「がっこうの森」プロジェクトを共同企画
しているＵＸ新潟テレビ 21 と新潟日報社、南魚沼地域振興局の支援を受け
て行っていたものです。

　指定 3 年目の今年度、「せせらぎの森」が完成し、11 月 11 日（金）にせせ
らぎの森完成セレモニーを行いました。
　当日は、あいにくの雨交じりの空模様でしたので体育館でセレモニーを行
い、その後、4 年生がせせらぎの森で植樹を行いました。
　来春からは「こもれびの森」「せせらぎの森」それぞれで、たくさんの子ど
もたちが過ごしたり遊んだりできるような活動を通して、湯沢の自然に対す
る愛着を深めていきたいと考えています。

　湯沢小学校では、11 月の「読書旬間」にたくさんの子どもたちが本に
親しむことができました。朝の読書活動の他、読み聞かせの会「虹の会」
の皆様にご協力いただき、各学級で読み聞かせを行いました。また、今
年度は中学生の図書委員からの読み聞かせもあり、小中学生の交流の機
会になりました。

　メディアに触れている時間がとても長い湯沢の子どもたち。湯
沢学園では、テレビ・ゲームを消してじっくり読書をする子ども
を育てていきたいと考えています。

「学校の森」整備作業完了！

楽しい本の世界に浸りました！～読書旬間～
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　今年の 5 月に「花いっぱい　みんなの笑顔があふれるプロジェクト」で学園花壇の花植え作業を行い、春から夏
にかけて学園の子どもたちや来校者、地域の皆様への目を楽しませておりました。冬を間近に迎え先月の 11 月には
秋の花植え作業を学園の子どもたちみんなで行い、パンジーやビオラの苗、チューリップの球根等を植えました。
　今年度、学園施設が全て完成し、すばらしい花壇ができました。町民の皆様も様々な機会にご来校いただき、ご
覧いただきたいと思います。

学園花壇が綺麗な花でいっぱいになりました！～秋植え花壇づくり～

　11 月 9 日（水）に、来年度の青空コスモス会（児童生徒会）本部役員を選出する選挙が公示されました。平成 29
年度の青空コスモス会をどのように運営していくかを、みんなで考えながら児童生徒会の選挙規約に従って選挙活
動が行われています。選挙活動の日程は以下のとおりです。
　　　　11 月    9 日（水）…選挙公示
　　　　11 月 16 日（水）…立候補〆切
　　　　11 月 28 日（月）…選挙運動開始（～ 12 月 5 日朝）
　　　　12 月   6 日（火）…立会演説会、投票（5、6 限）、開票（放課後）
　　　　12 月   7 日（水）…選挙当選者発表
　12 月 7 日には平成 29 年度の湯沢学園のリーダーが決まります。地域の皆様、
平成 29 年度も引き続き湯沢学園にご協力くださいますよう、お願いいたします。

来年度のリーダーを！～児童生徒会役員選挙が始まります～
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　11 月 8 日（火）に、秋の PTA 環境整備作業を行いました。1 ～ 6 年生は校舎内の大清掃を行い、普段の清掃では
行き届かない細かい部分まできれいに清掃することができました。7 ～ 9 年生は部活動ごとに分かれ、サッカーゴー
ルの片付けや屋外の床磨き、グラウンド樹木の冬囲い、ゴミ拾いなどを行い冬の到来に備えました。全校の児童生
徒一人ひとりが一生懸命作業に取り組み、予定していた約１時間の作業を無事に終えることができました。多くの
保護者やボランティアの皆様からご協力いただき、大変ありがとうございました。

ありがとう

ございまし
た！

冬支度～秋のＰＴＡ環境整備作業～
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12 月の学園行事等 …小学校の行事

…中学校の行事

　 １日㊍

　 ２日㊎

　 ４日㊐
　 5日㊊

　 6日㊋

　 7日㊌
  8日㊍
  9日㊎

 10日㊏

 11日㊐
 12日㊊

 13日㊋
 14日㊌
 15日㊍

 16日㊎

 19日㊊

 20日㊋

 21日㊌
 22日㊍

 26日㊊

校内作品展（～9日）

　　　　　 （～ 22日）	

午後短縮　　　基礎テスト理科②

児童生徒会球技大会 ５、６限

学習参観（道徳）・町ＰＴＡ研究集会

学年懇談会	

特編日程

「人権教育強調週間」（～10日）

Ｗｅｂテストの日

５学年校外学習

　群馬方面（自動車工場見学）

第Ⅲ期時間割開始

薬物乱用防止教室

（９年生 ６限 図書室）

児童生徒会役員立会演説会・

児童生徒会選挙（５～９年）（５、６限）

Ｗｅｂテスト

専門委員会

飲酒予防教室（３限 ８年生） 

午後短縮　基礎テスト国語③

「性」に関する教育

（９年生　５、６限 図書室）

６年生制服採寸 16:00～ 17:00

県アンサンブルコンテスト①

　（小出郷文化会館、湯中出場～７番目～）

全中駅伝① (滋賀県 )

県アンサンブルコンテスト②

交通安全指導日

地区子ども会　　 集団下校	 　

中学校「絆集会」（１限　一体）

クラブ (10/10)　　期末面談①

期末面談②

朝清掃 ２限 45分授業

 8 年生 学習の確認テスト（1，2限）

７年生 学習の確認テスト（１限）

期末面談③

 8 年生 学習の確認テスト（１～３限）

７年生 学習の確認テスト（１～４限）

期末大清掃①	

期末面談予備日      

期末大清掃②	

午後短縮　　 基礎テスト数学③

４限給食後放課	　

終業式　４限給食後放課

中越・県スキー大会激励会

(終業式に含む )

冬季休業：始

　株式会社第四銀行様の「みらい応援私募債」を利用
し、株式会社エンゼル様より湯沢学園へ冬のスポーツ
用品（クロスカントリースキー用ブーツ、ビブス）の
寄贈が決まり、11 月 25 日（金）に株式会社エンゼル
代表取締役社長の安藤敏幸様、取締役会長 新保光栄様、
監査役新保ゆかり様、株式会社第四銀行湯沢支店長高
橋信之様、支店長代理原田正樹様の参列のもと贈呈式
が行われました。

冬の用品を湯沢学園に寄贈
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後期高齢者（75歳以上）の人間ドック

受診費用の一部を助成します
　平成２８年度も後期高齢者医療の加入者で条件を満たす方を対象に予算の範囲内で助成金（償還払い）を支給して

います。予算の範囲内での助成ですので助成金の交付をご希望する方は、お早めにお問い合わせください。

 問 　健康増進課　☎７８４ー４５６０

 対象者（全ての要件を満たす方） 

・受診日において町内に住所があり、町の後期高齢者

　医療に加入している方

・保険料の滞納がない方

・平成２８年４月～平成２９年３月までに人間ドックを

　受診する（した）方

※ご注意

　平成２８年度に町が実施する巡回健診または施設健

診を受診した方や、国保人間ドックの助成を受けた方

は助成の対象にはなりません。

 費用助成金額 

１０，０００円

 申し込み方法 

・保険証と認印を持参し、健康増進課で費用助成の手

　続きをしてください。

・窓口で申請書をお渡ししますので、受診後に領収書、

　検査結果通知書の写しを一緒に提出してください。

・内容を審査した後、ご本人様の口座にお振込みとな

　ります。

 注意事項 

・湯沢町国保に加入している方のうち、平成２８年度中

　に７５歳になる方は、誕生日前に受診すると国保人間

　ドックの費用助成を受けることができます。

・７５歳の誕生日後に受診すると、後期高齢者医療の費

　用助成対象となります。

 その他 

・後期高齢者医療に加入している方は、町が実施する

　巡回健診（平成２８年度は終了）または施設健診（平成

　２９年 1月まで）を無料で受診することができます。

地域の空き家 活用術 !講演会

～地域の集いの場に、カフェに、移住者の受入に…　空き家の色んな活用術を学びませんか～

 問 　企画政策課　☎７８４ー３４５４

　湯沢町では、近年増えている空き家の実態を把握す

るため、町内会ごとに空き家の実態調査を行いました。

今後は町内にある空き家の情報を整理したうえで、そ

の利活用等の対策を進めていく必要があります。

　他の地域では、空き家を移住者向けの住まいやシェ

アハウスなどに改修して貸出したり、カフェや地域の

人たちの集いの場（コミュニティスペース）として利

活用するなど、多様な取組が見られます。そのような

地域の取組事例を紹介しながら、課題や取組にあたっ

てのポイント等を明らかにし、今後の空き家活用の手

掛かりとなるような講演会を開催します。

（申込不要・参加費無料）

 日　時 　１２月１９日㊊  午後７時～午後９時

 会　場 　湯沢町公民館　３階会議室

 対　象 　湯沢町にお住まいの方

 主　催 　新潟県

 協　力 　湯沢町／にいがたイナカレッジ

　　　　  （公益社団法人　中越防災安全推進機構）

　19：00～ 19：05 　開会・概要説明

　19：05～ 20：25 　講義『地域の空き家活用術！』

　　　　　　　　　　  　講師　嵩
かさみ

　和
かずお

雄氏 （認定NPO法人ふるさと回帰支援センター　副事務局長）

　20：30～ 21：00 　意見交換『今、皆さんの地域の空き家で困っていることは何？』

休憩（5分）

 プログラム
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雪国観光圏

「スノーカントリートレイル」  問 　観光商工課　☎７８４ー４８５０

　現在、雪国観光圏では３県７市町村を結ぶロングト

レイル「スノーカントリートレイル」を平成２９年夏

の開通を目指し準備しております。

　「スノーカントリートレイル」は山の頂上を目指す

登山と違い、雪国観光圏内の山岳路、古道をつなぐロ

ングトレイルとして郷と郷をつなぎ、多くの温泉地を

巡り、幅広いレベルの人が自然とふれあう機会を提供

します。人と文化と自然をつなぐ交流の場をつくり、

交流人口の増加による地域活性化と持続可能な地域づ

くりを目指します。

　この事業を実現するためには、町民のみなさんにも

ご理解とご協力をいただきながら進めていく必要があ

ります。今後、コース設定などについて平成２９年２

月頃から各地域で説明会を開催する予定です。詳細に

ついてはスノーカントリートレイルのホームページを

ご覧ください。

 問 　（一社）雪国観光圏事務局

　　  ☎７８５ー５３５３

　　 HP http://snowcountrytrail.jp/

婚活支援イベント「ゲレンデで恋する」湯沢コン 

新年のゲレンデで、ウィンタースポーツを通じてカップル成立を目指そう！

　湯沢町と南魚沼市で組織する「南魚沼地域広域計画

協議会」が株式会社ツヴァイに委託し、「ゲレンデで

恋する」湯沢コンを開催します。

　このイベントは、地元の「ガーラ湯沢スキー場」を

会場に、スキーやスノーボードを楽しみながら、男女

混合でのリフト搭乗やゲーム大会など、自然な交流が

できる工夫が盛りだくさん。夕方には宴会でカップリ

ングを実施。終日、婚活のプロが交流をサポートする

ことで、素敵なカップルの誕生を期待しています。

 

 日　時 　２０１７年１月１４日㊏  午前１０時～午後８時

 会　場 　・ガーラ湯沢スキー場

　　　　   ・越後湯沢駅周辺パーティー会場

 対　象 　男性：湯沢町、南魚沼市に在住・在勤の

　　　　　　　  ２０～４５歳の独身の方　２０名

　　　　  女性：２０～４５歳の独身の方　２０名

 参加費 　男性５，０００円　女性３，０００円

　　　　  ※用具はレンタル可能です。

 締　切 　２０１６年12 月18日㊐

○スキーで一列にくっついて滑走したり、全員の異性とリフトに

乗るなど、出会いのきっかけを作る仕掛けをご用意。自然な形で

交流ができるような工夫をしています。

詳しい情報・申込方法は ▼

https://www.zwei.com/event/2016/yuzawa.html

 主　　　催 　南魚沼地域広域計画協議会

 受託事業者 　株式会社ツヴァイ

 後　　　援 　ＪＡ魚沼みなみ

　　　　　　　ＪＡしおざわ

 問い合わせ 　株式会社ツヴァイ

　　　　　　　☎０３－６８５８ー６５６０

　　　　　　　FAX０３－６８５８ー６５６０

　　　　　　　 event_info@zwei.ne.jp
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湯沢消防署 からのお知らせ

暖房器具による火災を防ぐ

　ストーブによる火災
が発生しやすい季節に
なりました。使用する
際は、次のことに気を
つけましょう。

暖房器具による事故を防ぎましょう

　一酸化炭素は無色・無臭のた
め気がつきにくく、濃度によっ
ては死に至ります。

 問 　南魚沼市湯沢消防署　☎７８４ー３３７７

緊急通報は南魚沼市湯沢消防署ではなく、１１９へ通報してください。

■ストーブなどの上で洗濯物を乾かすのは
　やめましょう。 

■就寝前や外出前には暖房器具の消火を確認
　しましょう。

■ストーブなどのカートリッジタンクの口金
　は確実に締めましょう。 

■給油時は必ず火を消しましょう。

■室内で石油ストーブやガス器具などを使用
　する際は、１時間に１～２回窓を開けて換
　気をしましょう。　

■暖房器具使用中に頭が痛い、気分が悪い等
　の症状が出たら、使用を止めてすぐに換気
　をしましょう。意識がないなどの症状があ
　ればすぐに救急車を呼んでください。

暖房器具による
　　　　一酸化炭素中毒を防ぐ

12月11日日～12月20日火
～冬の道　人も車も　ゆずりあい～

冬の交通事故
防 止 運 動

　飲酒運転の根絶

　平成 28 年上半期（1 ～ 6 月）、全国の原付以上

の運転者の死亡事故率を飲酒の有無別で見ると、

飲酒運転の死亡事故率は飲酒なしの場合に比べて

8.6 倍です。

　年末年始のこれからは、忘年会や新年会など飲

酒の機会が多くなる時期ではありますが、家庭や

職場、友人で「飲酒運転を絶対にしない、さ
せない、許さない」を合い言葉に飲酒運転を根

絶しましょう。

　二日酔いでも飲酒運転になります。アルコー
ルは体内から簡単に抜けないことを認識し、

深酒した翌日は車の運転はやめましょう。

　横断歩行者の保護

　例年 12 月は日没の早まりに加え、降雪
時の天候悪化により視界も悪くなることか
ら、歩行者の交通事故が最も発生していま

す。車を運転するときは早めのライト点灯と、
上向きライトをこまめに活用し、交差点付近

や横断歩道付近では歩行者の発見に努め、慎重な

運転を心がけてください。

　夜光反射材の着用

　夜になると、歩行者から車のライトはよく見え

ますが、ドライバーからは歩行者が見えにくく、

発見が遅くなりがちです。夜光反射材は、ライト

の光を反射して、歩行者の存在をドライバーに知

らせる優れものです。本年上半期における夜間歩

行者事故の死者数は 13 人ですが、いずれも夜光反

射材を着用していた方はいませんでした。

　夜間外出の際には必ず夜光反射材を着用
しましょう。
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最低賃金、 業務改善助成金に関するご相談は

　新潟県最低賃金総合相談支援センター

　（新潟県社会保険労務士会内）

　　☎０１２０－００９－２２９

　　☎０２５－２５０－５２２２

　　相 談 メ ー ル：soudan@sr-niigata.jp

　　ホームページ：http://www.sr-niigata.jp/

　新潟労働局　雇用環境・均等室　

　　☎０２５－２８７－３５２７

キャリアアップ助成金に関するお問い合わせは

　　ハローワーク南魚沼

　　☎７７２－３１５７

最低賃金に関するお問い合わせは

　新潟県労働局労働基準部賃金室　

　　☎０２５－２８８－３５０４

　小出労働基準監督署

　　☎０２５ー７９２ー０２４１

　新潟県最低賃金は、従来の時間額 731 円から 22 円

引き上げられ、本年10月1日から753円になりました。

　新潟県最低賃金は、県内で事業を営む全ての使用者

及びその事業場で働く全ての労働者（臨時、パート、

アルバイト等を含む。）に適用されます。

　この機会に、最低賃金額を確認しましょう。

　また、最低賃金引き上げに向けた業務改善助成金・

キャリアアップ助成金制度も設けられておりますので、

ご相談ください。

　三俣処理区下水道受益者負担金の 第３期納期限

は平成28年12月26日（月）となってお

ります。 

関係者の皆様におかれましては、期限内の納付をよろ

しくお願いいたします。

　ご不明な点等ございましたら、お気軽にお問い合わ

せください。

 問 　上下水道課　業務係　☎ 784 － 4853

新潟県最低賃金は
時間額７５３円に
なりました

三俣処理区下水道
受益者負担金の
第３期納期限について

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も

　11 月 27 日に発行した「広報ゆざわ」におい

てお知らせした内容に誤りがありました。次の

とおり訂正します。

　皆様にご迷惑をおかけしましたことをお詫び

申し上げます。

○ 9 ページ　湯沢町産野生きのこの 放射性物質

　　　　　　検査結果について　

　　　　　　検査結果表中 左から 4 列目

　　　　　　放射性セシウム 名前の表記

　≪修正前≫　セシウム　C s -173

　≪修正後≫　セシウム　Ｃs -１３７

訂正とお詫び
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１１月１５日（火）、　障がいのある人もない人も、　誰もが暮らしやすい地域を目指して
～フロアホッケーを通じた交流から見えてくるもの～　（障害者差別解消講演会）を開催しました。

第３２回湯沢町芸能発表会

湯沢町総合文化祭

今年度より「障害者差別解消法」が施行され、障がいがあることによ

る差別等の禁止や、合理的な配慮が求められるようになりました。

障がいのある人もない人も支え合い、共に生きていく地域を目指すには、

まずはお互いのことを知って理解していく事が必要です。そのきっかけづ

くりになることを願い、この講演会を企画しました。

　講演では、町職員による「障害者差別解消法」の概説ののち、講師の 久

保田 健 氏（南魚沼市立総合支援学校教諭）より、「誰もが暮らしやすい地

域になるためには何が合理的な配慮になるのか、よりお互いを理解するた

めに障がいのある人とない人が一緒に活動したり意見を交えることが大切で、それが社会にある生きづらさを減ら

していけるのではないか」など考えさせられるたくさんのお話がありました。

　フロアホッケー体験では、お互いが同じ場所で同じ時間を楽しく過ごすことができ、参加者の笑いが会場に絶え

ず響きわたっていました。

　フロアホッケーを通して、相互のふれあいから理解へつながる実体験ができ

た講演会となりました。

　最後に、共催である湯沢町精神障害者家族会の 上村 正栄 会長 より、「家族

会員が減少傾向にある中で、町との共催によるこの講演会を機に、家族会の活

動を参加者をはじめ地域の方に知ってもらい、団結して声を上げていくことの

大切さが広く知られるようになるといい」という願いとともに、閉会の言葉を

いただきました。

１１月１３日（日）に平成２８年度の湯沢町芸能発表会

が開催されました。

　今年で３２回目を迎え、公民館ホールでは 430 人の観

客の皆さんからご来場いただき、湯沢町芸能協会各団体

による大正琴、新舞踊、フラダンス、よさこい、弾語り

など日頃の練習の成果を楽しんでいただきました。

１１月１日（火）～３日（木・文化の日）の３日間、

湯沢町公民館において総合文化祭を開催。作品展

には町内の皆様の作品や湯沢学園の生徒の作品、合わせ

て２９３点が出品されました。また、ホワイエには湯沢

町公民館主催で昨年の冬と今年の夏に実施した子ども書

道教室の作品を展示し、講座の成果を見ていただきまし

た。

　毎年ご好評いただいている「公民館ロビーでのお茶席」

（担当：宗愛会）、「陶芸絵付け体験」（担当：陶芸サークル）

のほか、新たな体験プログラムとして「カリグラフィー

体験」（担当：カリグラフィーの会）を実施し、こちら

も盛況のうちに終了することができました。

　ご来場・ご協力いただきました皆様に厚く御礼申し上

げます。

　来年度の湯沢町総合文化祭への作品出品・ご来場もお

待ちしております。
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冬  ユ　 の

スキー＆スノーボードフリースタイルジュニアチーム募集

　フリースタイルとはハーフパイプ・スロープスタ

イル・ビッグエアーなどアクロバットなスノースポー

ツです。ベースとなる滑りやジャンプの基礎から学

び、将来的には大会参加を目指します！まずはフリー

スタイルの楽しさを感じてください♪

○日　時：１月７日～３月１１日（毎週土曜日）

　　　　　18：00 ～ 20：00

○会　場：湯沢中里スキー場

○対　象：湯沢町在住の小学生・中学生

　　　　   ※ひとりでリフトに乗って左右に曲がり

　　　　　ながら滑られる方　

○参    加    費：ユースポ会員　　 ９，０００円　

　　　　　　　 ユースポ非会員　１１，０００円

　　　　　　　 ※保険料込

　　　　　　　 ※リフト券は各自ご用意ください

○服装・持ち物：スキーまたはスノーボードのできる

　　　　　　　 格好でヘルメットは必ず着用

○申 し 込 み ：12 月 16 日㊎　締切

　　　　　　 　ユースポ！窓口へ料金を添えてお申込

　　　　　　　 みください。

ー ポス 　！

　「１２月のけんこつ体操教室のお知らせ」

　下
しもゆざわ

湯沢公民館での１２月２１日㊌のけんこつ体操教室は、体操と合わせてお茶会を開催します。

　けんこつ体操に興味関心のある方、どなたでも気軽にお越しください。

　○参加費：２００円　○会場：下湯沢公民館　○時間：９時３０分から

～初めての方＆使い方が不安な方のための講習会～

　カルチャーセンターのトレーニングルームを利用し

たいけど使い方がわからない？！

　たまに利用するけどホントにこのやり方で良いの？

そんなあなたのための初心者向けの講習会です。

　ひとりで利用できるようにマシンの使い方や効果的

な筋トレのやり方を伝授します。

○日　時：１２月１２日㊊　１０：００～ 11：３０

○対　象：１６歳以上

○会　場：カルチャーセンター・トレーニング室

○参加費：ユースポ！会員３００円　 非会員６００円

　　　　　※トレーニング室使用料は別途必要。

○持ち物：運動のできる服装、内履き、飲み物、

　　　　　タオル、会員証（ユースポ！会員の　

　　　　　方のみ）

事前申し込みは不要です。当日ユースポ！

窓口でお申込みください。

トレーニングマシン使用法講習会

おやこ GENKI教室の冬バージョン「ちびっこスキー体験」

　お子様にスキーをさせてみたいけどどうしたら良

いかわからない・・・一緒にスキーをしてみたけど

うまく教えることが出来ない。

　そんなお母さんやお父さんに朗報です！プロの指

導員が全面サポート！！是非ご参加ください♪

○日　程：1/15 ㊐ 1/22 ㊐ 2/12 ㊐ 2/19 ㊐ 3/12 ㊐ 

　　　　　3/20 ㊊・㊗　いずれも15：00 ～16：30　

○対　象：保育園・幼稚園年中～年長さんと

　　　　　その保護者

○会　場：岩原スキー場

○参　加　 費：500 円　※非会員は別途保険料

　　　　　　　　　　　（全６回 800円１回ずつ200 円）

　　　　　　　　　　　 がかかります

○服装・持ち物：

　スキーウエア等の防寒着・防寒靴・手袋・帽子・

　ゴーグル。お子様はスキー・スキー靴

　※レンタルあり　スキー＆ブーツセット 800 円

　※保護者の方は長靴でもＯＫ

○定　　　 員 ：各回とも定員 15 名　先着順

○申 し 込 み ：締切 … 各回とも２日前までユースポ！

　　　　　　　 窓口へ又はお電話・メールでお申し込

　　　　　　　 みください。※料金は当日集めます
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申・問　NPO 法人 ユースポ！ ●電話・ファックス　☎ 785ー 2123 　FAX 785ー 6911　●受付時間　9：00～ 21：00

ユースポ！のパーソナルレッスン　～完全予約制～

「本気で痩せたい！」　　　　　「特別なレッスンをして欲しい！」

「健康診断の結果が・・・何か始めたい！」　　　　「みんなと一緒は恥ずかしい・・・」

お悩みや目的に応じてユースポ！のインストラクターがマンツーマンでお手伝いします！

○料　金：１時間　マンツーマン  ５，０００円　　２名  ８，０００円　　３名  １０，０００円

○予　約：ユースポ！窓口またはお電話にて、ご希望レッスン（または目的・お悩み）をお知らせください。

　担当するインストラクターと日時の調整、レッスン内容等の確認をさせていただき、予約完了となります。

太極拳
  対  16 歳以上

  内  自分の体力に合わせて参加できます。幅広い年齢層の
　　方が参加できる健康法です。

  場  カルチャーセンター

  日  1/6 ～ 3/17( 全 11 回 )
　　毎週金曜　13:30 ～ 15:00

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ブートキャンプ
  対  中学生以上

  内  自身の体重を利用し、様々な運動を連続して行う
　　アメリカ仕込みのエクササイズです。

  場  カルチャーセンター

  日  1/6 ～ 3/17( 全 11 回 )
　　毎週金曜　19:00 ～ 20:00

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

アクアエクササイズ　筋力アップ　 火夜 
  対  中学生以上

  内  水の抵抗を最大限利用してしなやかな筋肉を作ります！ 

  場  健康増進センター内プール

  日  1/10 ～ 3/28( 全 11 回 )
　　2/7 日はお休み

　　毎週火曜　18:30 ～ 19:20

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

アクアエクササイズ　ヘルスアップ　 木夜 
  対  中学生以上

  内  水の浮力でラクラク動けます。運動不足や体力に自信
　　のない方も大丈夫！

  場  健康増進センター内プール

  日  1/12 ～ 3/23( 全 11 回 )
　　毎週木曜　19:30 ～ 20:20

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ヨーガ　 夜 
  対  中学生以上

  内  様々なポーズ、呼吸法により免疫力や自然治癒力を　　
　　高めます。肩こり・冷え性・便秘などにも効果的！

  場  カルチャーセンター

  日  1/10 ～ 3/21（全 11 回）
　　毎週火曜　19:00 ～ 20:15

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ピラティスエクササイズ　 夜 
  対  中学生以上

  内  身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、内側から強くしなやか
    にします。腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢も良くなり

    ます。

  場  カルチャーセンター

  日  1/12 ～ 3/23（全 11 回）
　　毎週木曜　19:30 ～ 20:30

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

定期的な教室の第 4 期が始まります！

ピラティスエクササイズ　 昼 
  対  16 歳以上

  内  身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、内側から強くしなやか
    にします。腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢も良くなり

    ます。

  場  カルチャーセンター

  日  1/12 ～ 3/23（全 11 回）
　　毎週木曜　13:30 ～ 14:30

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ヨーガ　 昼 
  対  16 歳以上

  内  様々なポーズ、呼吸法により免疫力や自然治癒力を　　

　　高めます。肩こり・冷え性・便秘などにも効果的！

  場  カルチャーセンター

  日  1/11 ～ 3/22（全 11 回）
　　毎週水曜　13:30 ～ 14:45　

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　
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nformation

インフォメーションi

募 集ＲＥＣＲＵＩＴ

　湯沢町は一部を除き１２月から翌年４月まで、水道

メーターが雪に覆われるため、検針を行いません。こ

の期間は、毎月町で設定した概算料金でお支払いいた

だきます。

　この場合５月に再びメーター検針をして、実際使用

した冬期間の料金を確定させます。そして概算徴収額

を差し引いて６月請求分で精算とさせていただきます。

（１月～５月請求分が冬期概算）

１２月２０日頃、「冬期概算請求額のお知らせ」をはがき

でお送りしますのでご確認ください。

▼概算請求額は過去の使用水量を参考に計算します。

▼この期間は検針員による「水量のお知らせ」は

　お届けできません。

　最近になって、家族の人数が増えた場合や水道をよ

り多く使うような器具を設置した場合は、概算による

請求が実際より少なくなり、精算額が多くなることが

あります。「概算請求額のお知らせ」による請求額が、

最近の上下水道料金にそぐわないと思われる方は、お

早めにお問い合わせください。

  問 　上下水道課　☎７８４ー４８５３

　湯沢町に住所があり、１年以上の長期にわたって入

院や入所などをしている方を対象に、居住費、日用品

費の一部を助成し、家族の経済的負担の一助とするこ

とを目的とした事業です。

 支給の対象となる方 

　病院または福祉施設に入院、入所していて、次の

いずれかに該当する方

①年齢６５歳以上で、治療のため病院に入院している方

②老人保健施設に入所している方

③障がい児者で施設入所している方

④盲・ 聾
ろうあ
唖学校高等部に就学中の方

※③、④については、入所・入学前に、湯沢町に住所

　を有していた方

※ゆのさと園・雪割草など、生活住居となる施設は　

　対象外です

 支給される金額 

　年額３万円を支給します（口座振込）

 支給される条件 

　支給の対象となる方が、平成２８年１月１日から１２月

３１日までの１年間、一度も退院（退所）しないで入院

（入所）を継続していること

 申請の方法 

　申請書に必要事項を記入、捺印して、湯沢町社会福

祉協議会へ提出してください。申請書は湯沢町社会福

祉協議会にあります

※入院・入所先からの証明、もしくは１年間入院・入

所を継続していることを証明できる書類（請求書・領

収書等）の添付が必要です。

 申請受付期間 

　平成２９年１月３１日㊋まで

  問 　湯沢町社会福祉協議会　☎７８４ー４１１１

長期入院入所者援助事業

　　　　　　　　　　　　　湯沢町社会福祉協議会

上下水道料金『冬期概算』のお知らせ

　　　　　　　　　　　　湯沢町役場　上下水道課

　冬期間、水道メーターを検針しないと、数か

月間の長期にわたり漏水が発見できない場合が

あります。

　水道メーターが確認できる場合は、家の水道

の蛇口を全部閉めてから、メーターの文字盤に

あるパイロットを見てください。少しでも回っ

ていれば漏水の可能

性があります。

　特に、普段使用し

ていないトイレや手

洗い場の凍結による

漏水には十分ご注意

ください。

漏水にご注意ください！
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　日常生活でお困りのこと、嫌がらせ、差別などなん

でもご相談ください。（相談無料、匿名可、秘密厳守）

 フリーダイヤル 　０１２０ー７７１ー２０８

 受付 　月曜日～金曜日

　　　　（※祝日、１２月２９日～１月３日を除く）

 時間 　午前９時～午後５時

  問 　公益財団法人　人権教育啓発推進センター

　　 〒１０５ー００１２　

　　 東京都港区芝大門２ー１０ー１２　

　　 ＫＤＸ芝大門ビル　４階

◆本相談事業は、（公財）人権教育啓発推進センターが、

　厚生労働省の生活相談充実事業により実施するもの

　です。　

　１１８番は、海上保安庁の緊急通報用電話番号です。

海上における事件・事故など次のような場合に通報し

てください。

○溺れている人や人身事故に遭遇した、または目撃

　した。

○油が浮いている、異臭がする。

○見慣れない船、不審な船を発見した。

○密航 ･密輸事犯等の情報を得た。

※「いつ」、「どこで」、「なにがあった」などを簡潔に

落ち着いて通報してください。

 問 　第九管区海上保安本部　

　　 総務課広報・地域連携室

　　 ☎０２５ー２８５ー０１１８

　　 HP　http://www.kaiho.mlit.go.jp/09kanku/

　眠れない、不安、閉じこもりがちだ、更年期のせい

か気持ちが沈む、お年寄りのもの忘れ、認知症など。

　そのような悩みをお持ちの方、またはそのご家族の

方などの相談に、専門医（精神科）が応じます。プラ

イバシーは守られます。無料ですが、予約が必要です。

※精神科の主治医がいる場合は主治医に相談のうえお

申し込みください。

 日時 　１月１７日㊋
　　　午後２時～４時

 場所 　南魚沼健康福祉環境部

 申・ 問 　南魚沼地域振興局健康福祉環境部地域保健課

　　　　　☎７７２－８１３７　午前８時３０分～午後５時１５分

　　　　　　　　　　　土・日・祝日は休み

　新潟県では、安全・安心な農産物に対する消費者ニー

ズの高まりに応えるため、慣行より化学肥料及び化学

合成農薬を５割以上削減して栽培した県産農産物を、

特別栽培農産物として認証しています。本年度は南魚

沼市、湯沢町の生産者３３５人が約６９８ヘクタールでこ

の認証を受けています。

　新潟県南魚沼地域振興局農林振興部では、平成２９年

度から新潟県特別栽培農産物認証制度に取り組もうと

考えている方や、興味をお持ちの方に対して、以下の

とおり説明会を開催しますので、電話等でお申込みの

うえご参加ください。

　

 日時 　１２月２６日㊊　午後１時３０分～３時まで

 場所 　新潟県南魚沼地域振興局　１階　第１会議室

　　　 （南魚沼市六日町９６０）

 申込 　締切…１２月２１日㊌

 申・ 問 　新潟県南魚沼地域振興局農林振興部

　　　　 企画振興課　☎７７２－３９１８

心の健康相談会

　　　　　　　　南魚沼地域振興局健康福祉環境部

１月１８日は『１１８番の日』です

　　　　　　　　　　　　　第九管区海上保安本部

アイヌの方々からの様々なご相談をお受けします

　　　　　　　　　　　　厚生労働省社会・援護局

新潟県特別栽培農産物認証制度説明会 開催

　　　　　　　　　　南魚沼地域振興局農林振興部

情 報ＩＮＦＯ
©JCGF

海上保安庁イメージキャラクター
うみまる・うーみん
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月
９
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歳
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

11
月
9
日

木
暮　

一は
る
と温

く
ん
（
小　

坂
、
晃
さ
ん
・
美
奈
さ
ん
）

　

２
０
１
６
年
は
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
ど
ん
な
年
に
な
り
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
年
表

形
式
で
、
特
に
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
活
躍
や
話
題
を
中
心
に
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。
実
際
に
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
1
年
間
で

こ
れ
だ
け
の
方
々
を
広
報
で
取

り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
町
民
の
み
な
さ
ん
の

活
躍
と
町
で
の
取
り
組
み
を
広

報
を
通
し
、
み
な
さ
ん
に
お
伝

え
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。（
Ｔ
）

　
編
　
集
　
後
　
記

今月は有害ごみ収集月

　12 月 21 日水は、町内全域で有害ごみの収集日

となっています。次回は、来年 4月の予定です。

 問 　環境農林課　 ☎７８８ー０２９１

　飲食店、ショップ、宿泊施設、

スキー場、接客の様々な具体的

シーンを想定した実践的で覚え

やすい単語と、あいさつやお礼

の言葉をマスターする初級中国

語講座です。

　業種別によく使う業界単語の

習得や、シミュレーションの中

での質問や疑問点にもお答えし

ていきます。

 日にち 　１月１１日、１８日、２５日

　　　　   （いずれも水曜日）

 時　間 　午後７時～午後９時

 会　場 　湯沢町公民館

 定　員 　２０名

 受講料 　５００円（３回分）

 申込み 　

　１２月１２日㊊～１２月２６日㊊まで

　湯沢町公民館窓口または電話で

　お申込みください。

 講　師 　

　梁
りょう

　軍
ぐん

 氏（中国北京市出身　

　国際スキースクール代表） 

～春節に間に合う！スグに使える覚えやすい　
　　　　　　　　　　　　　　　　　「かんたん接客キーワード！」～

春節歓迎！すぐに役立つ！おもてなし初級中国語講座

魚沼地域定住自立圏構想企画として、魚沼
地域在住の方を対象とする講座です。

魚沼地域定住自立圏構想企画

 注意 　

　平成 27 年 8 月よりボタン型電池、

充電式電池も「有害ごみ」として回

収しています。アルカリ乾電池など

と一緒に「不燃ごみ袋」に入れて出

してください。

 事業系蛍光灯（管）ごみについて 

　事業系不燃袋による蛍光灯（管）の

収集は廃止されています。事業所より

排出される蛍光灯（管）については、

各事業所の責任で産業廃棄物として

処理をしてください。

 問 　湯沢町公民館　 ☎７８４ー２４６０
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